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サザエの産卵期，稚貝の出現，標識放流
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　本年度は前年度に引き続きサザエの産卵期，稚貝の出現調査および成長把握のための天然貝への

標識放流を実施した。

方 法

　産卵期

　供試員の採集は野波漁協多古，浦郷漁協浦郷の２地区とし，月１回，殼高60－80凹のものの生殖

腺熱度指数（ＧＩ）を測定した。測定方法は前年度と同様に生殖巣の断面比率によった。なお，浦

郷地区の５－８月の採集場所については従来の外海域の他，内海域（島前湾）で採集したものも追

加した。

　稚貝の出現

　恵曇漁協片旬地先海域において，平成４年４月から11月にかけて約２ヵ月に１回の割合でスキュ

ーバ潜水によりサザエ稚員の採集を試みた。採集場所は前年度と同様水深１～４ｍの有節石灰藻の

優占地帯とした。採集方法はヘラによる削り取りからエアーリフトによる吸い上げに変更し，作業

の効率化を図った。

　標識放流

　サザエの成長を把握するために標識放流を行った。標職員は９月７，８日に多古地区の禁漁区に

おいてスキューバ潜水で採捕した天然員を使用した。殼表に耐水祇の番号札を接着し，色付きアロ

ンアルファで着色後，同月】1日採捕場所に再び放流した。

結　果　と　考　察

　産卵期

　各地区のＧＩ値の季節変化を図一１に示す。

　多古地区は７月１日の調査でＧＩの平均値か最大となり，雌で77.9，雄で74.5となった。浦郷地

区の外海域は６月25日の調査でＧＩの平均値が最大となり，雌で75.6，雄で67.5であった。内海域

は７月29日の調査でＧＩの平均値か最大となり，雌で83.3，雄で81.5であった。ＧＩ値の減少傾向

から産卵盛期は多古地区，浦郷地区外海域が７－８月，浦郷地区内海域か８－９月と推定された。
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　浦郷地区の内海域と外海域で産卵盛期か異なるのは，水温，波浪等の海況の差異によると考えら

れた。また，内海域は外海域に比べ全体的にＧＩ慎か高い傾向があり，内海域のサザエの殼表は外

見上付着物か少なく成長か良好であると見なされることから，餌料環境等の好条件のために生殖巣

か良く発達したのではないかと推察された。
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図一Ｉ　ＧＩ値の季節変化（左から多古地区，浦郷外海域，浦郷内海域を示す）
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　稚貝の出現

　採集した稚貝の最高組成の季節変化を図一２に示す。最高組成から前年発生群と当年発生群の２

群に分離された。当年発生群は11月の調査で出現し，その最高は0.4－2.5mmで平均は1.5mmであった。

生息密度は１�当りで前年発生群が0,5－ 13. 9個，当年発生群が4.0個であった。
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図一２　稚貝の最高組成の季節変化
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前年度と同様に９月の調査で稚貝か発見されなかったことから，稚貝の着底は９月以降であった
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と考えられた。ＧＩ調査から推定した産卵盛期と稚貝の発生期か一致しない理由として，７，８月

産卵由来の稚貝か初期の段階で何らかの要因で減耗したことや，着底場所か産卵盛期と後期で異な

る可能性も考えられるので，来年度は調査頻度を上げ，浮遊幼生から着底直後についても調査する

必要かあると考えられた。

　標識放流

　標識放流に用いたサザエは2441個で，その最高組成の分布から，最高34－36mmにモードをもつ２

才貝と最高58－62mmにモードをもつ３才貝で構成されていると判断された（図一３）。
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標識放流に用いたサザエの殼高組成
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